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年
初
、
し
か
も
元
日
に
能
登
半
島
で
巨
大
な
地
震

が
発
生
し
た
。亡
く
な
ら
れ
た
方
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
、
お
悔
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
気
象

庁
の
推
計
震
度
分
布
図
を
み
る
と
、
能
登
半
島
全
域

が
震
度
７
か
ら
５
の
激
し
い
地
震
に
襲
わ
れ
た
こ
と

が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

能
登
半
島
は
日
本
海
側
で
最
大
の
半
島
だ
。
先
端

の
珠
洲
岬
か
ら
半
島
付
け
根
の
羽
咋
市
ま
で
は
、
直

線
で
85
㎞
、
道
沿
い
で
は
ゆ
う
に
1
0
0
㎞
を
越
え

る
。
半
島
ゆ
え
に
急
峻
な
山
間
部
や
切
り
立
っ
た
海

岸
沿
い
に
道
路
が
敷
か
れ
、
地
震
直
後
に
は
土
砂
崩

れ
や
地
割
れ
で
、
42
路
線
87
ヵ
所
が
通
行
止
め
と

な
っ
た
。
半
島
北
西
部
の
沿
岸
で
は
海
底
が
4
ｍ
も

隆
起
し
、
旧
門
前
町
黒
島
地
区
で
は
、
漁
港
の
海
底

が
露
出
し
、
海
岸
線
が
2
4
0
ｍ
も
沖
合
に
移
動
し

た
。
想
像
を
絶
す
る
未
曾
有
の
こ
と
が
起
き
た
。

今
回
の
能
登
で
は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
半
島

で
強
い
地
震
が
起
き
た
こ
と
が
、
救
援
や
復
旧
を
よ

り
困
難
に
し
た
。
半
島
の
付
け
根
で
道
路
の
破
損
が

多
発
し
、
そ
れ
以
上
奥
に
進
め
な
い
。
海
上
か
ら
の

接
近
は
そ
も
そ
も
難
し
い
。
ま
し
て
や
津
波
と
海
底

隆
起
が
そ
れ
を
よ
り
困
難
な
も
の
と
し
た
。
災
害
発

生
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
救
援
物
資
の
受
入
れ
を

制
限
し
た
こ
と
が
議
論
を
呼
ん
だ
が
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
か
ら
し
て
も
、
致
し
方
な
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
か
。

能
登
は
か
つ
て
の
日
本
海
流
通
の
主
要
な
中
継
点

で
あ
り
、
金
沢
や
京
都
、
大
阪
に
近
く
、
半
島
各
地

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
今
回
の
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

旧
門
前
町
黒
島
地
区
も
、
北
前
船
に
よ
る
海
運
で
栄

え
、
天
領
で
も
あ
っ
た
。
船
主
の
屋
敷
、
角
海
家
住

宅
の
蔵
に
は
、
大
量
の
輪
島
漆
器
や
長
崎
か
ら
買
い

付
け
た
ギ
ヤ
マ
ン
の
食
器
な
ど
が
所
狭
し
と
所
蔵
し

て
あ
っ
た
。

夏
や
秋
の
祭
り
に
は
、
半
島
各
地
の
2
0
0
を
越

え
る
集
落
で
、
高
さ
10
ｍ
を
超
す
箱
型
の
灯
籠
キ
リ

コ
に
明
か
り
が
と
も
り
、
住
民
が
そ
れ
を
か
つ
ぎ
練

り
歩
く
。
幾
つ
か
の
地
区
で
は
、
精
緻
な
彫
り
物
を

ほ
ど
こ
し
、
輪
島
塗
で
仕
上
げ
た
巨
大
な
山だ

し車
も
で

る
。
年
に
一
度
、
キ
リ
コ
を
か
つ
ぎ
、
山
車
を
曳
く

た
め
に
地
元
に
残
る
決
断
を
す
る
若
者
も
い
る
。
こ

れ
ら
の
祭
礼
を
受
け
継
い
で
い
く
若
者
の
地
域
組
織

は
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
日
本
の
至
宝
の
よ

う
な
こ
れ
ら
の
祭
礼
と
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
半
島
の

集
落
を
、
何
と
し
て
も
維
持
、
存
続
さ
せ
た
い
も
の

だ
。
キ
リ
コ
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
。

時代を超えて受け継がれる「冨
と

木
ぎ

八
はっ

朔
さく

祭
さい

礼
れい

」（石川県志
し

賀
か

町
まち

）

写真キャプション
能登は「祭りの宝庫」と呼ば
れるが、志賀町も例外ではな
い。同町で受け継がれる祭り
の一つ、富来地区の「冨木八
朔祭礼」は「キリコ祭り」と
総称される灯籠神事。年に一
度（旧暦の八月朔日）の男神
と女神の逢瀬を表現しなが
ら、キリコや神輿が太鼓や鐘
に合わせて力強く練り歩く。

能
登
半
島
の
地
震

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き 

昌ま
さ
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き

活

動

フ
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ー
ラ
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想

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
訪
問
等
を
踏
ま
え
た
緊
急
要
望
を
実
施
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⑵
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「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
の
発
生

か
ら
約
２
ヶ
月
が
経
過
す
る
中
、
す
べ
て

の
被
災
者
の
生
活
が
一
日
も
早
く
再
建
で

き
る
よ
う
、
国
に
よ
る
さ
ら
な
る
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
田
隆
行
会
長

（
広
島
県
坂
町
長
）
は
２
月
27
日
及
び
28

日
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係

省
庁
、
自
由
民
主
党
に
対
す
る
緊
急
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

27
日
の
緊
急
要
望
活
動
に
は
、
被
災
地

の
矢
田
富
郎
石
川
県
町
長
会
長
（
津
幡
町

長
）
も
同
行
し
た
。

関
係
省
庁
及
び
自
由
民
主
党
に
対
す
る

緊
急
要
望
活
動
は
１
月
24
日
及
び
25
日
に

も
実
施
し
た
が
、
今
般
の
緊
急
要
望
活
動

は
、
吉
田
会
長
が
２
月
19
日
及
び
20
日
に

被
災
地
を
訪
問
し
た
際
に
各
町
長
か
ら
聴

取
し
た
被
災
町
村
の
現
場
の
課
題
等
を
反

映
さ
せ
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
を
、
改
め
て
岸
田
内

閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
省
庁
、
自
由
民
主

党
に
提
出
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向

け
た
、
国
に
よ
る
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

緊
急
要
望
に
は
、
①
集
落
単
位
で
の
仮

設
住
宅
の
建
設
等
、
被
災
住
民
が
元
の
場

所
で
の
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
特
段

の
配
慮
、
②
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に

基
づ
く
支
給
額
の
増
額
、
③
住
宅
再
建
支

援
策
と
し
て
検
討
し
て
い
る
新
た
な
交
付

金
制
度
に
よ
る
公
平
な
支
援
、
④
住
宅
再

建
の
際
の
地
盤
改
良
、
擁
壁
修
理
及
び

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
等
の
工
事
に
対
す
る
財

政
支
援
、
⑤
液
状
化
に
よ
る
地
盤
被
害
を

受
け
た
宅
地
に
対
す
る
熊
本
地
震
と
同
様

の
財
政
支
援
、
⑥
応
援
派
遣
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
宿
泊
場
所
の
確
保
、
⑦
医

療
・
福
祉
従
事
者
の
確
保
に
係
る
支
援
、

⑧
家
屋
の
改
修
等
に
よ
り
発
生
す
る
廃
棄

物
の
補
助
対
象
へ
の
追
加

－

等
を
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
。

２
月
27
日
に
は
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
の

ほ
か
、
金
子
恭
之
自
由
民
主
党
組
織
運
動

本
部
長
及
び
内
藤
尚
志
総
務
事
務
次
官

に
、
翌
28
日
に
は
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大

臣
、
和
田
信
貴
国
土
交
通
事
務
次
官
、
三

浦
靖
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
及
び
国
定

勇
人
環
境
大
臣
政
務
官
に
面
会
し
、
被

災
町
村
の
現
場
の
課
題
等
を
直
接
伝
え
る

と
と
も
に
、
国
に
よ
る
万
全
の
支
援
を
求

め
た
。

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、「
被
災

者
が
一
刻
も
早
く
故
郷
に
戻
り
、
生
活
・

な
り
わ
い
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
政
府
と

し
て
も
全
力
を
挙
げ
、
被
災
地
に
寄
り

添
っ
て
対
応
す
る
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

▲岸田内閣総理大臣（中央）に要請する吉田会長（左）と矢田石川県町長会長（右）

岸田内閣総理大臣総理官邸

内閣府
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令
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年
能
登
半
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訪
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踏
ま
え
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緊
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要
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実
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施

―
被
災
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生
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早
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再
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向
け
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支
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向
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支
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金
子
自
由
民
主
党
組
織
運
動
本
部
長
か

ら
は
、「
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
我
々

も
全
力
で
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
か
ら
は
、「
今
回

の
液
状
化
被
害
等
に
対
し
て
は
、
国
土
交

通
省
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
技
術
職
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
地
方

整
備
局
が
全
国
か
ら
技
術
者
を
集
め
て
お

り
、
市
町
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
対
応
し

て
い
く
」
と
の
発
言
が
、
和
田
国
土
交
通

事
務
次
官
か
ら
は
、「
吉
田
会
長
か
ら
お

話
が
あ
っ
た
液
状
化
被
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

三
浦
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
か
ら
は
、

「
今
回
、
能
登
地
方
の
６
市
町
に
限
定
し

て
支
援
を
拡
充
し
た
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の

声
に
ど
う
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

を
考
え
て
い
き
た
い
。
医
療
・
福
祉
に
関

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
限
り
、
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
共
通
認
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

国
定
環
境
大
臣
政
務
官
か
ら
は
、「
災

害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
総
動
員
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
費
用
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
取
組
を

お
示
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
安

心
し
て
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
リ

国定環境大臣政務官環境省

斉藤国土交通大臣国土交通省

三浦厚生労働大臣政務官厚生労働省

金子組織運動本部長自由民主党

和田国土交通事務次官国土交通省 内藤総務事務次官総務省
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フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
廃
棄
物
の
対
応
に
つ
い

て
は
、我
々
か
ら
も
内
閣
府
に
伝
え
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

内
藤
総
務
事
務
次
官
か
ら
は
、「
こ
れ

か
ら
特
に
必
要
に
な
る
技
術
職
員
の
中
長

期
派
遣
も
含
め
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く

お
聞
き
し
、
復
旧
・
復
興
が
進
む
よ
う
に

人
的
支
援
を
調
整
し
て
い
き
た
い
。
財
政

的
に
厳
し
い
市
町
村
が
多
く
あ
る
た
め
、

国
庫
補
助
の
最
大
限
の
活
用
や
地
財
措
置

の
充
実
等
に
よ
り
、
安
心
し
て
復
旧
・
復

興
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

令
和
令
和
６６
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

緊
急
要
望

緊
急
要
望

令
和
６
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島
地
方

を
震
源
地
と
し
て
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
は
、
石
川
県
を
は
じ
め

新
潟
県
、
富
山
県
、
福
井
県
の
各
地
に
人

的
・
物
的
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

地
域
住
民
の
生
活
や
地
域
産
業
等
に
多
大

な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

発
災
か
ら
ま
も
な
く
２
ヶ
月
が
経
過
す

る
が
、
被
災
地
で
は
、
甚
大
な
住
家
被
害

や
断
水
な
ど
に
よ
り
、
生
活
・
生
業
の
再

建
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
不
自
由
な
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
が

今
な
お
多
数
い
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

被
災
町
村
は
、
国
や
都
道
府
県
、
全
国

の
自
治
体
、
事
業
者
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
支
援
・
応
援
を
得
な
が
ら
懸
命
な

復
旧
・
復
興
作
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
甚
大
な
被
害
状
況
に

鑑
み
、
す
べ
て
の
被
災
者
の
生
活
が
一
日

も
早
く
再
建
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
国
に
よ
る
更
な
る
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
。

よ
っ
て
、
国
は
、
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
迅
速
か
つ
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

記

１
．
被
災
者
生
活
の
早
期
再
建

⑴�

住
宅
再
建
が
必
要
な
全
て
の
被
災
者
に

対
し
、
み
な
し
仮
設
を
含
む
仮
設
住
宅

の
早
期
建
設
・
確
保
に
向
け
、
全
面
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
。

�

な
お
、
仮
設
住
宅
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
集
落
単
位
で
の
建
設
等
、
被
災
住

民
が
元
の
場
所
で
の
生
活
を
維
持
で
き

る
よ
う
に
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

⑵�

自
宅
の
復
旧
や
仮
設
住
宅
の
建
設
が
完

了
す
る
ま
で
の
間
、避
難
所
や
ホ
テ
ル
・

旅
館
な
ど
２
次
避
難
所
を
継
続
的
に
確

保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
関
連
死
を
防

ぐ
た
め
、
２
次
避
難
へ
の
理
解
を
促
進

す
る
こ
と
。

⑶�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
被
災
世
帯
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
支
給
額
を
増
額
す
る
こ
と
。

⑷�

政
府
が
住
宅
再
建
支
援
策
と
し
て
検
討

し
て
い
る
新
た
な
交
付
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
関
わ
ら
ず
公
平
な
支
援

を
行
う
こ
と
。

⑸�

住
宅
再
建
に
際
し
、
地
盤
改
良
、
擁
壁

修
理
及
び
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
等
の
工
事

に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑹�

液
状
化
に
よ
る
地
盤
被
害
を
受
け
た
宅

地
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震
と
同
様
の

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑺�

被
災
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
必
要
な
物

資
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ト

イ
レ
等
の
衛
生
面
の
確
保
な
ど
各
避
難

所
の
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
引

き
続
き
支
援
す
る
こ
と
。

２
．
人
的
支
援
等
の
拡
充

⑴�

被
災
町
村
の
生
活
再
建
や
災
害
復
旧
の

た
め
の
人
的
支
援
を
拡
充
・
継
続
す
る

こ
と
。

⑵�

復
旧
・
復
興
に
あ
た
る
応
援
派
遣
職
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
宿
泊
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
。

３
．
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧

上
下
水
道
及
び
道
路
・
鉄
道
・
空
港
・

港
湾
・
漁
港
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
早
期

復
旧
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

４
．
医
療
・
福
祉
に
対
す
る
支
援

⑴�
児
童
・
生
徒
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
支
援
の
必
要
な
被
災

者
の
た
め
の
心
の
ケ
ア
や
福
祉
避
難
所

の
確
保
を
継
続
す
る
こ
と
。

⑵�

被
災
地
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
、
医
療
・
福
祉

従
事
者
の
確
保
に
係
る
支
援
を
行
う

こ
と
。

５
．
災
害
廃
棄
物
の
処
理
支
援

膨
大
に
発
生
し
、災
害
復
旧
及
び
衛
生
・

防
災
上
の
支
障
と
な
る
災
害
廃
棄
物
を
早

期
に
処
理
す
る
た
め
、
処
理
施
設
の
確
保

及
び
被
災
町
村
の
負
担
費
用
に
つ
い
て　

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、
家
屋
の
改
修
等
に
よ
り
発
生
す

る
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
。

６
．
地
域
経
済
の
早
期
復
興

農
林
水
産
業
関
係
施
設
や
観
光
業
・
伝

統
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
等
に

も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
地
域
経
済
へ

の
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
被
災
者
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
地
域
産
業
へ
の
十
分
な

支
援
を
行
う
こ
と
。

７
．
地
方
交
付
税
等
に
よ
る
財
政
支
援

被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る

た
め
、
補
助
制
度
の
創
設
・
拡
充
や
地
方

負
担
に
対
す
る
十
分
な
交
付
税
措
置
な
ど

の
財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

８
．
災
害
に
備
え
た
体
制
整
備

災
害
時
に
緊
急
に
必
要
と
な
る
給
水
車

や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
早
急

に
確
保
で
き
る
体
制
を
平
時
か
ら
整
備
し

て
お
く
こ
と
。
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１　
黒
滝
村
の
概
要
と
背
景

奈
良
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る

黒
滝
村
は
、
５
０
０
年
近
い
伝
統
を
誇
る

吉
野
林
業
の
中
心
産
地
の
1
つ
で
も
あ
る
山

村
で
す
。
平
均
標
高
４
９
０
㍍
、
面
積
の

97
％
が
森
林
で
、
そ
の
92
％
は
人
の
手
で
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
総
合
病
院
な
ど
が
一
通
り
そ
ろ

う
町
ま
で
車
で
30
分
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
便

利
さ
ゆ
え
に
人
口
流
出
も
急
で
現
在
約
６
２

０
人
、
こ
の
20
年
で
実
に
半
減
し
ま
し
た
。

空
き
家
も
増
え
る
一
方
で
す
が
、
先
祖
の

墓
が
あ
る
の
で
盆
・
正
月
は
帰
っ
て
く
る
と

い
う
方
、
知
ら
な
い
人
に
貸
す
の
は
た
め
ら

わ
れ
る
、と
い
う
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
貸
し
て
も
い
い
と
い
う
家
に
限
っ
て

水
回
り
が
古
す
ぎ
た
り
、
雨
漏
り
が
始
ま
っ

て
い
て
改
修
は
無
理
だ
っ
た
り
と
い
う
場
合

が
多
い
の
で
す
。

村
で
は
約
８
年
前
か
ら
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
、
林
業
関
連
へ
の
就
業
希
望
者
を
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
採
用
し
て
き
ま
し

た
。
黒
滝
村
森
林
組
合
で
研
修
を
積
み
、
３

▲黒滝村風景（赤滝地区）

◦
空
き
家
が
利
用
可
能
か
ど
う
か
を

村
が
見
極
め
、
持
ち
主
や
地
域
の

区
長
と
直
接
対
話

◦
村
が
15
年
間
借
り
上
げ
て
改
修
、

村
営
住
宅
と
し
て
貸
し
出
す

◦
仕
事
と
住
ま
い
を
セ
ッ
ト
で
提
示
、

希
望
者
を
募
る

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
入

居
が
見
込
ま
れ
る
方
か
ら
事
前
に

要
望
を
聞
き
、
貸
主
、
地
区
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
改
修

奈良県

黒滝村

特 集　未来へつなぐ森林整備等の取組

黒く
ろ

滝た
き

村む
ら

奈
良
県

森
と
生
き
て
い
く
た
め
の
住
ま
い
確
保

��

人
材
確
保
と
空
き
家
解
消 

　
　
　
　
　
一挙
両
得
を
目
指
し
て

5　2024年（令和 6年） 3月11日 第3272号

フォーラム

（第三種郵便物認可）町 村 週 報

p05-09 3272 フォーラム_森林_奈良県黒滝村.indd   5p05-09 3272 フォーラム_森林_奈良県黒滝村.indd   5 2024/03/08   18:12:472024/03/08   18:12:47



年
の
任
期
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
組
合
に
作
業

員
と
し
て
就
職
す
る
流
れ
が
で
き
て
お
り
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
協
力
隊
へ
の
応
募
も
途

切
れ
ず
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
立
ち
は
だ
か
る
の
が
住
宅
の
問
題

で
す
。

す
で
に
あ
る
村
営
住
宅（
33
棟
）は
常
に
満

室
、
平
地
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
適
地
を
確

保
で
き
ず
新
し
く
建
て
る
の
も
困
難
で
す
。

従
来
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
に
登
録
済
み

で
改
修
不
要
の
住
宅
や
、
単
身
者
向
け
集
合

住
宅
な
ど
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
第

に
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
移
住

か
ら
数
年
が
た
ち
家
族
が
増
え
る
な
ど
生
活

の
形
態
の
変
化
に
伴
い
仕
方
な
く
転
出
し
た

り
、
移
住
を
検
討
し
て
い
た
方
が
諦
め
た
り

と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
し
た
。

村
の
中
心
部
で
も
明
か
り
が
つ
か
な
い
家

が
増
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
存
続
に

も
黄
信
号
が
点
灯
。
こ
の
ま
ま
で
は
村
は
ま

す
ま
す
暗
く
な
る
、
と
危
機
感
は
募
る
一
方

で
し
た
。

２　
具
体
的
内
容

そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
林
業
従
事
者
住
宅
で
す
。

村
が
空
き
家
の
持
ち
主
と
15
年
契
約
を
結

び
改
修
、
村
営
住
宅
と
し
ま
す
。
林
業
従
事

者
ら
移
住
希
望
者
に
仕
事
と
セ
ッ
ト
で
提
供

し
、
移
住
・
定
住
者
の
確
保
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
試
み
で
し
た
。

最
初
に
、
対
象
と
な
る
空
き
家
の
条
件
を

整
理
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
持
ち
主
が
現
在
苦
労
し
て
い
る

点
や
ど
う
し
て
貸
し
た
く
な
い
の
か
を
調
べ

ま
し
た
。

【
改
修
対
象
と
な
る
空
き
家
の
条
件
】

・
合
併
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る

・
建
物
の
土
台
や
柱
、
梁
に
問
題
が
な
い

・
屋
根
に
雨
漏
り
等
の
問
題
が
な
い

【
持
ち
主
の
苦
労
】

・�

景
観
を
損
な
わ
な
い
た
め
の
草
刈
り
な

ど
、
維
持
に
手
間
・
費
用
が
か
か
る

・�

年
齢
と
と
も
に
、
村
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
自
体
が
大
変
に
な
っ
て
き
た

【
持
ち
主
の
不
安
】

・�

入
居
者
は
、
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
な
ど

地
区
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か

・�

騒
音
、
ご
み
問
題
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を

か
け
る
よ
う
な
人
が
来
な
い
だ
ろ
う
か

ま
ず
村
職
員
が
実
際
に
住
宅
の
状
態
を
調

べ
、
改
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
持
ち
主
の
も

と
へ
足
を
運
び
ま
す
。
維
持
に
苦
労
し
て
い

る
点
、
貸
す
こ
と
へ
の
不
安
な
ど
を
聞
き
取

り
、
同
時
に
そ
の
解
消
に
努
め
ま
し
た
。

納
得
し
て
も
ら
え
た
ら
、
15
年
間
の
借
り

上
げ
を
直
接
契
約
し
ま
す
。
村
営
住
宅
に
す

る
た
め
の
改
修
、
村
営
住
宅
と
し
て
の
管
理

は
す
べ
て
村
が
担
う
と
い
う
内
容
で
す
。

並
行
し
て
、
入
居
希
望
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
も
進
め
ま
し
た
。

住
居
へ
の
具
体
的
な
希
望
の
ほ
か
、
村
で

ど
ん
な
暮
ら
し
が
し
た
い
の
か
、
な
ど
も
聞

 

30 年以上空き家であ

った住宅に灯りが戻り、

同時に各集落に昔のよ

うな暮らしが少しです

が戻ってきました。 

林業従事者等の雇用、

空き家改修だけでなく、

その場所から村全体に

活気が広がりつつあり

ます。 

□ 創意・工夫した点 

◆◆  移移住住定定住住促促進進住住宅宅 

◆◆  林林業業従従事事者者住住宅宅 

空空きき家家再再生生等等推推進進事事業業（（RR22））22棟棟 

          森森林林環環境境譲譲与与税税（（RR33））22 棟棟 

 奈良県 黒滝村 

村の空き家改修  

・村（行政）が持ち主と借り主の間に入ることで、信

頼してもらいやすく素早く交渉が行えた。 

・入居される方から、事前にどのような物件を希望

し、どのように改修を望んでいるのか、実際の空き家

を見てもらい空き家の改修を行った。同時に大字区長

と物件や入居者に対する相談等を行った。 

 

空き家持ち主 

・・草草刈刈りりやや家家のの管管理理がが大大変変だだ  

・・空空きき家家をを活活用用ししててほほししいい  

・・入入居居者者にに対対ししててのの要要望望  

  集集落落ののおお付付きき合合いいををししててほほししいい  

  ななどど  

村（行政） 

・・家家主主やや地地域域区区長長とと相相談談  

・・利利用用可可能能なな空空きき家家ななののかか診診断断  

・・1155年年間間借借りり入入れれ改改修修・・管管理理ををすするる  

・・村村営営住住宅宅ととししてて募募集集  

・・入入居居者者にに対対ししててのの要要望望をを聞聞くく  

・・持持ちち主主とと契契約約しし借借りり主主にに貸貸しし出出すす  ななどど  

住宅借り主 

・・借借りりたたいい  

・・住住居居及及びび店店舗舗ととししてて借借りりたたいい  

・・林林業業にに携携わわるる仕仕事事ををすするる  

・・田田舎舎暮暮ららししががししたたいい  

・・黒黒滝滝村村にに移移住住ししたたいい  

ななどど  

人人  口口      663355  人人  （（令令和和 44 年年 1111月月 11日日））現現在在 

面面  積積      4477..7700  kk ㎡㎡ 

森森林林面面積積  4444..6666  kk ㎡㎡  （（9977％％））  

（（内内人人工工林林  約約 9922％％）） 

「林業の村」ならではの取り組み 

・仕事があっても住宅がない状態では、せっかくの

人材を見逃してしまう。そこで、仕事と住まいをセ

ットにすることで、林業従事者等を確保することが

できた。 

・地域のコミュニティが崩壊しつつある現状の中、

移住者や林業の担い手を集落に受け入れすること

で、地域の活性化にも繋がっている。 

 

相相  談談  

契契  約約  相相  談談  

情情  報報  

①①  ②②  

④④  ③③  

村が移住者及び林業従事者用の 

空き家を改修し貸し出す 

《《  空空きき家家所所有有者者へへ相相談談  》》    

村が空き家を借り入れ 

（１５年間） 

  

住まい  働く   

林林業業担担いい手手育育成成（（地地域域おおここしし協協力力隊隊））事事業業  

 村の中心部でも空き家が増加し明かりが消え、地域がますます

暗くなっています。利用可能な空き家を村が借り上げ（15年間）

改修し、仕事と住まいをセットで提供することで移住者の増加を

図っています。 

地域コミュニティが崩壊しつつある現状、移住者や林業の担い

手等を集落に受け入れるため、提供できる住まいを確保する体制

が必要です。 

□ 概要・事業スキーム 

□ 効果・実績 

黒黒滝滝村村役役場場  林林業業建建設設課課  

主主事事  上上  東東  宏宏  大大  

 

□ 目 的 

▲村の空き家改修住宅募集ポスター

▲昔、土間だった所を改めて土間として復活した。（林業従事者住宅・移住定住促進住宅　空き家改修後）和室（畳）であった所をフローリングに変更
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く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
得
た
情
報
を
地
区
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
逆
に
地
区
側
の
思
い

な
ど
を
入
居
希
望
者
へ
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

こ
う
し
て
最
初
の
２
０
２
１
年
度
（
令
和

３
年
度
）
は
、
村
の
メ
ー
ン
道
路
沿
い
で
30

年
以
上
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
築
60
年
以
上

の
住
宅
な
ど
２
軒
を
改
修
。
２
０
２
２
年
度

（
令
和
４
年
度
）
に
は
、
さ
ら
に
２
棟
が
完

成
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
人
と
そ
の
家

族
、合
計
７
人
の
移
住
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

３　
苦
労
し
た
点

す
で
に
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
は
も
ち

ろ
ん
、
今
後
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
家
が
な

い
か
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
っ
と
物
件
が

見
つ
か
っ
て
も
一
番
大
変
な
の
は
や
は
り
持

ち
主
の
説
得
で
す
。

他
人
に
貸
す
前
に
仏
壇
や
墓
を
ど
う
す
る

か
は
も
ち
ろ
ん
、
村
を
出
る
際
に
置
い
た
ま

ま
に
し
て
い
た
荷
物
を
片
づ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
点
が
、
持
ち
主
に
は
大
き
な
重
荷
の

よ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
改
修
が
決
ま
っ
た
住
宅
は
、
大
量

の
荷
物
の
運
び
出
し
や
廃
棄
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
庭
の
手
入
れ
も
、
役

場
職
員
が
関
わ
り
持
ち
主
と
と
も
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

役
場
が
積
極
的
に
関
与
し
た
結
果
、
い
き

な
り
知
ら
な
い
人
に
貸
す
と
い
う
状
況
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
地
区
の
責
任
者
と

も
対
話
を
重
ね
た
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
で
も
集
落
が
見
て
い
て
く
れ
る
、
と
思
っ

て
も
ら
え
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
持
ち
主
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
の

に
非
常
に
役
立
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
か
も
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。

多
く
の
貸
主
が
、
先
祖
代
々
の
家
を
あ
ま

り
変
え
た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
、
吉
野
林
業
の
村

を
形
作
っ
て
き
た
古
い
木
造
の
趣
を
生
か
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

断
熱
の
た
め
外
に
面
し
た
建
具
は
２
重
ガ

ラ
ス
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
替
え
ま
し
た
が
、

室
内
は
古
い
建
具
を
そ
の
ま
ま
利
用
、
台
所

を
土
間
風
に
仕
上
げ
た
物
件
も
あ
り
ま
す
。

担
当
し
た
工
務
店
が
古
民
家
改
修
の
経
験

を
持
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
梁

や
古
い
井
戸
を
う
ま
く
生
か
し
て
く
れ
た
こ

と
も
プ
ラ
ス
で
し
た
。
施
工
業
者
の
選
定
も

大
切
で
す
。

４　
反
応

４
軒
の
う
ち
２
軒
は
主
要
な
道
路
沿
い
の

同
じ
Ａ
地
区
。
２
世
帯
３
人
が
相
次
い
で
入

居
し
て
、
日
々
家
に
明
か
り
が
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
の
気
配
が
増
し
、
地
区
内

は
も
ち
ろ
ん
、
前
を
通
る
他
地
区
の
住
民
に

も
安
心
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
に
は
食
堂
も
あ
り
ま
す
が
、
人

口
減
少
と
と
も
に
元
気
を
な
く
し
か
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
移
住
者
や
彼
ら
を
訪
ね

▲空き家改修後 ▲空き家改修前

▲手づくりの木製屋台で、お出迎え▲「スギイロ市」の様子
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て
く
る
関
係
者
と
の
交
流
が
増
え
、
彼
ら
が

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ス
ギ
イ
ロ
市
」
の
会

場
に
も
な
る
な
ど
、
次
第
に
活
気
が
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
崩
壊
し
か
け
て
い
た
行
事
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
回
復
に
も
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
林
業
で
栄
え
て
き
た
村
な
の
で
、
地

区
ご
と
に
毎
冬
行
う
「
山
の
神
」
は
大
切
な

行
事
で
す
。
森
林
作
業
員
は
も
ち
ろ
ん
林
業

と
の
関
わ
り
が
深
い
木
工
関
連
の
移
住
者

も
、
準
備
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
。
旧
住

民
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住

者
に
と
っ
て
も
先
輩
か
ら
村
の
歴
史
や
山
の

話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

地
区
の
草
刈
り
や
一
斉
清
掃
な
ど
高
齢
化

で
参
加
者
が
減
る
一
方
だ
っ
た
行
事
で
も
、

移
住
者
が
パ
ワ
ー
を
発
揮
、
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い

ま
す
。

思
い
が
け
な

い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

１
軒
は
風
呂

も
ト
イ
レ
も
改

修
せ
ず
、
薪
風

呂
と
汲
み
取
り

の
ま
ま
に
な
り

ま
し
た
。
京
都

方
面
か
ら
移
住

し
て
き
た
林
業

従
事
者
の
若
者

が
入
居
し
た
の
で
す
が
、
事
前
に
聞
い
た
と

こ
ろ
改
修
不
要
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
た

め
で
す
。

結
果
、
山
仕
事
か
ら
帰
る
と
ま
ず
一
番
に

薪
で
風
呂
を
沸
か
す
、
と
い
う
暮
ら
し
を
満

喫
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
修
自
由
と
い
う
許
可

も
持
ち
主
か
ら
得
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
薪

ス
ト
ー
ブ
を
取
り
付
け
る
な
ど
楽
し
み
が
尽

き
な
い
様
子
で
す
。

ま
た
移
住
者
の
ツ
テ
で
ベ
テ
ラ
ン
木
工
家

が
来
村
、
そ
こ
に
も
村
の
職
員
が
関
わ
り
空

き
家
を
持
ち
主
か
ら
直
接
借
り
ま
し
た
。
自

力
で
改
修
し
「
半
分
移
住
」
を
実
行
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
に
ひ
か
れ
て
さ
ら
に
別
の
木
工

家
が
移
住
を
決
め
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

古
い
家
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
を
目
に
し

て
、
持
ち
主
の
気
持
ち
に
も
変
化
が
起
き
て

い
ま
す
。

改
修
と
い
う
選
択
肢
が
生
ま
れ
、
取
り
壊

す
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
先
祖
代
々
の
家

を
維
持
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
希

望
が
見
え
始
め
た
よ
う
で
す
。

15
年
た
っ
た
ら
再
び
貸
す
の
も
自
分
た
ち

で
住
む
の
も
自
由
な
の
で
、
持
ち
主
に
は

「
そ
の
時
に
は
是
非
、
黒
滝
村
に
帰
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

５　
今
後
の
見
通
し

空
き
家
や
今
後
住
み
手
が
な
く
な
り
そ
う

な
物
件
の
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
仕
組
み
を
も
っ
と
広
く

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

区
長
を
通
じ
て
持
ち
主
に
説
明
し
、
改
修
を

了
解
し
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
内
12
地
区
の
あ
ち
こ
ち
で
住
宅
を
改
修

し
、
林
業
従
事
者
ら
移
住
・
定
住
者
を
も
っ

と
呼
び
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
実

現
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
復
活

や
地
区
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
林

業
・
木
工
の
後
継
者
育
成
も
加
速
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。

ま
た
空
き
家
を
改
修
す
る
際
に
、
黒
滝
村

で
伐
採
し
た
材
を
使
う
こ
と
も
課
題
で
す
。

黒
滝
産
の
杉
・
ヒ
ノ
キ
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
唯
一
無
二
の
村
営
住
宅
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲手入れされた森林

▲伐採の様子（森林整備：地域おこし協力隊）▲木工集団「スギイロ」（木材加工：地域おこし協力隊）

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
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６　
他
の
自
治
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

ま
ず
空
き
家
が
利
用
可
能
か
ど
う
か
調
査

し
、
改
修
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
、

契
約
期
間
（
黒
滝
村
の
場
合
は
15
年
間
）
内

に
ど
れ
だ
け
補
え
る
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

行
政
が
持
ち
主
と
借
り
手
の
間
に
入
る
こ

と
で
、
信
頼
感
が
生
ま
れ
交
渉
が
容
易
に
な
り

ま
す
。
そ
の
際
、
互
い
の
望
ん
で
い
る
内
容
を

よ
く
聞
き
、双
方
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

改
修
に
際
し
て
も
同
様
で
す
。
入
居
予
定

者
に
物
件
を
見
て
も
ら
い
、
要
望
を
取
り
入

れ
な
が
ら
改
修
す
れ
ば
満
足
度
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
同
時
に
持
ち
主
・
地
区
側
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
改
修
に
も

反
映
し
ま
し
た
。

移
住
希
望
者
に
、
地
域
の
行
事
・
作
業
へ

の
参
加
や
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
意
義
・
重

要
性
を
よ
く
説
明
し
て
お
く
こ
と
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
行
政
自
身
が
地
域
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
て
い
る
、
と
持
ち
主
・
地
区
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

空
き
家
は
あ
る
の
に
家
が
な
い
、
家
が
な
い

か
ら
移
住
で
き
な
い
―
―
―
悪
循
環
を
解
消
す

る
た
め
、
改
修
村
営
住
宅
の
仕
組
み
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
幸
い
、
移
住
者
が
地
区
に
う
ま
く
溶

け
込
み
、
人
が
人
を
呼
ぶ
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
逃
さ
ず
、
吉
野
林
業

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
人
材
を
さ
ら
に
増
や
し
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

黒
滝
村
役
場　

林
業
建
設
課

▲黒滝村工芸品「吉野杉透かし彫り」

「吉野杉透かし彫り」とは？

　吉野杉透かし彫り工芸品は、年輪が緻密で節がなく、

凛とした吉野杉ならではの作品です。吉野杉の特性であ

る、年輪がまっすぐで柔らかい夏目と堅く締まった冬目

が交互になった柾目（まさめ）板を使用し、特殊な機械

と技術によって手作業で丁寧に透かし抜かれ、残された

冬目が簾（すだれ）状の線美で表現された美術工芸品です。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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産
後
の
母
親
に
配
食
支
援
　
富
士
川
町
方
針
　

お
む
つ
費
も
補
助

山
梨
県
富
士
川
町
は
新
年
度
か
ら
、
出
産
後
半

年
ま
で
の
母
親
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
、
通
園
し

て
い
な
い
生
後
３
年
ま
で
の
幼
児
を
対
象
に
お
む

つ
の
購
入
費
用
の
補
助
を
新
た
に
始
め
る
方
針
を

決
め
た
。
望
月
利
樹
町
長
が
28
日
の
会
見
で
明
ら

か
に
し
た
。

い
ず
れ
も
町
内
在
住
の
希
望
者
が
対
象
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
、
出
産
か
ら
半
年
ま
で
の
間
、
週
１

回
程
度
、
自
宅
に
昼
食
を
届
け
る
。
事
業
費
は
１

５
２
万
円
。
年
間
最
大
60
人
ほ
ど
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
委
託
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
調
整

中
と
い
う
。

お
む
つ
の
購
入
費
用
の
補
助
は
、
出
生
の
翌
月

か
ら
毎
月
２
千
円
を
支
給
す
る
方
針
で
、
事
業
費

は
２
４
０
万
円
。
町
は
本
年
度
か
ら
町
民
の
保
育

料
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
て
、
通
園
し
て
い
な

い
幼
児
に
も
支
援
を
広
げ
る
と
し
て
い
る
。

町
は
事
業
費
を
盛
り
込
ん
だ
総
額
87
億
８
４
１

万
円
の
２
０
２
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
を

３
月
定
例
町
議
会
に
提
出
す
る
。

望
月
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
支
援
が
行
き
届
い
て

い
な
か
っ
た
分
野
に
対
象
を
広
げ
、
切
れ
目
な
い

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
施
策
の
充
実

を
図
る
」
と
話
し
た
。

�

（
山
梨
日
日
新
聞
・
２
０
２
４
年
２
月
29
日
）

長
野
・
木
曽
町
、
木
の
産
業
づ
く
り
へ

乗
り
出
す
　
計
画
的
伐
採
や
カ
ラ
マ
ツ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
　
24
年
度
か
ら
新
事
業

長
野
県
木
曽
町
は
２
０
２
４
年
度
、
町
を
一
大

林
業
地
域
に
す
る
た
め「
木
の
産
業
づ
く
り
事
業
」

に
乗
り
出
す
。
町
内
に
は
樹
齢
60
年
を
超
え
、
伐

期
を
迎
え
た
森
林
が
多
い
一
方
、
森
林
整
備
が
遅

れ
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

町
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
計
画
的
伐
採
を
進
め
る

と
と
も
に
町
内
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

価
値
を
高
め
る
こ
と
で
林
業
を
強
化
す
る
。

町
は
面
積
の
９
割
を
森
林
が
占
め
、
こ
の
う
ち

民
有
林
（
町
有
林
を
含
む
）
は
７
割
の
３
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
余
。
民
有
林
で
樹
齢
60
年
以
上
の
カ
ラ
マ

ツ
は
７
６
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ヒ
ノ
キ
は
２
４
４

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
る
。
一
方
、
森
林
所
有
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
境
界
が
不
明
確
な
森
林

が
目
立
っ
て
い
る
。

木
の
産
業
づ
く
り
事
業
で
は
、
原
久
仁
男
町
長

が
組
合
長
を
務
め
る
木
曽
森
林
組
合
（
木
曽
町
）

が
24
年
度
、
組
合
職
員
と
町
職
員
が
加
わ
る
課
を

新
設
す
る
。
新
設
課
が
仲
介
役
と
な
り
、
同
組
合

な
ど
林
業
事
業
者
と
森
林
所
有
者
が
長
期
森
林
整

備
施
業
委
託
契
約
を
結
び
、
事
業
者
が
間
伐
、
成

長
し
た
木
を
伐
採
す
る
「
主
伐
」、
木
材
の
販
売
、

再
造
林
を
代
行
す
る
。

町
は
24
年
度
、
切
り
出
し
た
原
木
を
乾
燥
さ
せ

る
土
場
の
整
備
を
同
町
新
開
で
始
め
る
。
周
辺
に

は
木
材
の
加
工
施
設
な
ど
を
誘
致
す
る
計
画
も
あ

る
。
町
建
設
農
林
課
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や
都

市
部
の
ビ
ル
な
ど
木
造
建
築
で
木
材
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
今
が
好
機
」と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

�

（
信
濃
毎
日
新
聞
・
２
０
２
４
年
２
月
23
日
）

御
杖
村
の
民
俗
芸
能
「
菅
野
の
獅
子
舞
」

後
世
に
継
承
を
　
激
し
い
演
技
で
観
客
魅
了
、

メ
ン
バ
ー
確
保
に
課
題
も

奈
良
県
御
杖
村
菅
野
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
民

俗
芸
能
「
菅
野
の
獅
子
舞
」。
昨
年
10
月
、
地
区

の
氏
神
で
あ
る
四
社
神
社
の
例
大
祭
で
4
年
ぶ
り

に
神
前
奉
納
さ
れ
、二
人
一
組
に
よ
る
鈴
と
御
幣
、

剣
な
ど
の
舞
が
披
露
さ
れ
た
。
先
月
に
は
県
の
冬

季
誘
客
イ
ベ
ン
ト
「
奈
良
ち
と
せ
祝
（
ほ
）
ぐ
寿

（
ほ
）
ぐ
ま
つ
り
２
０
２
４
」
に
出
演
。
笛
や
太

鼓
な
ど
強
弱
を
つ
け
た
音
色
に
合
わ
せ
た
激
し
い

演
技
で
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

同
神
社
の
氏
子
ら
で
つ
く
る
菅
野
獅
子
舞
保
存

会
に
よ
る
と
、踊
り
は
隣
村
の
「
曽
爾
の
獅
子
舞
」

（
県
無
形
民
俗
文
化
財
）
か
ら
習
い
、
少
な
く
と

も
昭
和
初
期
頃
よ
り
伝
わ
る
。「
伝
統
の
中
に
も
、

型
に
は
ま
ら
ず
飽
き
の
こ
な
い
踊
り
」
を
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
き

た
と
い
う
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
村
外
転
出
に
よ

る
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の
減
少
は
大
き
な
課
題
。
祝

ぐ
寿
ぐ
ま
つ
り
に
は
村
職
員
や
自
営
業
、
会
社
員

な
ど
19
～
54
歳
ま
で
の
男
女
11
人
が
出
演
し
た

が
、
半
分
以
上
が
村
外
在
住
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

演
が
あ
る
と
、
週
末
な
ど
に
村
内
に
集
ま
り
練
習

を
行
っ
て
い
る
。

村
出
身
の
藪
内
心
優
さ
ん
（
19
）
は
、
保
存
会

の
現
最
年
少
メ
ン
バ
ー
。
高
校
か
ら
村
を
出
て
、

現
在
は
大
阪
市
内
で
専
門
学
校
に
通
う
。
高
校
時

代
か
ら
練
習
の
度
に
帰
村
し
て
い
る
と
い
い
、「
優

し
い
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
楽

し
い
。
い
つ
で
も
帰
れ
る
よ
う
村
の
近
く
に
就
職

し
、
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

保
存
会
の
篠
田
知
紀
委
員
長
（
52
）
も
村
出
身

で
今
は
三
重
県
名
張
市
に
住
む
。「
村
に
は
子
ど

も
が
お
ら
ず
、
若
い
世
代
に
声
を
か
け
て
い
る
も

の
の
、
年
々
メ
ン
バ
ー
は
減
少
。
本
当
に
踊
り
が

好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
お
り
、
楽
し
く
舞
う
姿
を

見
て
も
ら
う
こ
と
が
獅
子
舞
へ
の
興
味
に
つ
な
が

る
一
歩
に
な
る
」
と
、
継
承
に
向
け
、
体
が
動
く

限
り
続
け
る
覚
悟
だ
。

�

（
奈
良
新
聞
・
２
０
２
４
年
２
月
20
日
）

「
バ
リ
の
町
条
例
」制
定
へ
　
島
根
県
美
郷
町
、

交
流
の
理
念
を
明
文
化

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
の
マ
ス
村
と
友
好
協

定
を
結
ぶ
島
根
県
美
郷
町
が
、
交
流
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目
的
を
明
文
化
し
た
「
バ

リ
の
町
条
例
」
を
制
定
す
る
。
バ
リ
の
独
創
性
に

あ
ふ
れ
る
文
化
や
芸
能
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

通
じ
、
町
民
の
創
造
性
と
心
の
豊
か
さ
の
養
成
を

う
た
う
。
27
日
開
会
の
３
月
定
例
町
議
会
で
条
例

案
を
上
程
。可
決
さ
れ
れ
ば
４
月
１
日
に
施
行
す
る
。

協
定
は
合
併
前
の
旧
邑
智
町
が
、
カ
ヌ
ー
博
物

館
の
開
館
イ
ベ
ン
ト
で
マ
ス
村
か
ら
職
人
を
招

き
、
カ
ヌ
ー
製
作
を
実
演
し
た
の
が
縁
で
１
９
９

３
年
に
締
結
し
た
。

バ
リ
の
町
条
例
案
は
前
文
と
４
条
で
構
成
す

る
。
美
郷
町
と
バ
リ
島
は
地
域
に
根
差
し
た
文
化

を
楽
し
み
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

価
値
観
が
共
通
す
る
と
明
示
。条
例
に
基
づ
き
町
、

町
民
、
関
係
者
、
来
町
者
が
連
携
し
て
地
域
活
性

化
を
図
り
「
創
造
性
に
富
ん
だ
心
豊
か
な
町
」
を

目
指
す
と
し
た
。
協
定
締
結
日
の
９
月
10
日
を「
バ

リ
の
日
」
に
定
め
る
。

関
連
す
る
２
０
２
４
年
度
新
規
事
業
案
で
は
、

全
国
の
バ
リ
伝
統
音
楽
ガ
ム
ラ
ン
の
愛
好
者
や
、

バ
リ
島
か
ら
招
い
た
バ
リ
舞
踊
の
第
一
人
者
が
出

演
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
昨
夏
に
協
定

締
結
30
周
年
記
念
事
業
で
町
内
の
中
高
生
を
バ
リ

島
に
派
遣
し
た
の
に
続
き
、24
年
度
か
ら
は
毎
年
、

中
学
３
年
の
希
望
者
を
派
遣
す
る
交
流
事
業
も
実

施
す
る
。
事
業
費
計
１
１
０
０
万
円
を
24
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
。

日
本
の
自
治
体
で
、
バ
リ
島
の
自
治
体
と
友
好

協
定
を
結
ぶ
の
は
美
郷
町
の
み
。
嘉
戸
隆
町
長
は

「
条
例
で
体
系
的
、
計
画
的
に
取
り
組
め
る
体
制

を
整
え
た
い
。
バ
リ
島
と
つ
な
が
る
町
を
対
外
的

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
、滞
在
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
」

と
期
待
し
た
。

�

（
山
陰
中
央
新
報
・
２
０
２
４
年
２
月
28
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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長
生
村
は
、令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、

人
口
１
３
、
５
１
５
人
、
房
総
半
島
九
十

九
里
浜
に
面
し
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

年
間
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
く
、
住
め
ば

「
長
生
き
」
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
千
葉
県
唯

一
の
村
で
す
。

東
京
都
心
か
ら
は
約
６０
㎞
、
県
都
千
葉

市
か
ら
は
約
３０
㎞
の
距
離
に
あ
り
、
西
部

か
ら
東
部
に
か
け
て
国
道
１
２
８
号
線
と

Ｊ
Ｒ
外
房
線
が
通
っ
て
お
り
、
村
内
に
は

Ｊ
Ｒ
八
積
駅
が
あ
り
ま
す
。
千
葉
駅
ま
で

４５
分
、
東
京
駅
ま
で
は
隣
の
茂
原
駅
か
ら

特
急
で
６０
分
、
そ
し
て
成
田
国
際
空
港
ま

で
車
で
１
時
間
１０
分
と
、
首
都
圏
や
空
港

へ
の
交
通
利
便
性
に
も
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
に
あ
り
、「
そ
こ
そ
こ
田
舎
、
そ
こ
そ

こ
都
会
」
な
の
も
自
慢
の
１
つ
で
す
。

夏
の
風
物
詩
、
尼
ケ
台
総
合
公
園
で
行

わ
れ
る
「
ち
ょ
う
せ
い
盆
踊
り
大
会
」
で

流
れ
る
「
長
生
音
頭
」
で
は
、
大
物
歌
手

の
都
は
る
み
さ
ん
が
「
ハ
ワ
イ
ア
メ
リ
カ

お
隣
同
士
」
と
太
平
洋
を
望
む
村
を
歌
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
で
長
生
村
が
誕
生
し
た

の
は
、
昭
和
２８
年
１１
月
、
私
が
生
ま
れ
た

翌
年
で
し
た
。
小
学
生
の
頃
、
地
域
に
は

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
い
て
、
最
年
長
の

親
分
を
筆
頭
に
、
み
ん
な
仲
良
く
徒
党
を

組
ん
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

３
、
４
年
生
に
な
る
と
、
１
人
１
本
ナ

イ
フ
を
持
ち
歩
き
、遊
び
道
具
を
手
作
り
。

ゴ
ム
鉄
砲
と
呼
ん
だ
パ
チ
ン
コ
で
青
栗
や

柿
を
落
と
し
、
親
分
が
落
と
し
た
野
鳥
を

焼
い
て
も
ら
っ
た
肉
は
本
当
に
お
い
し

か
っ
た
。
夏
休
み
、小
川
を
せ
き
止
め
て
、

フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ
マ
ズ
、
た
ま
に
ウ

ナ
ギ
を
捕
ま
え
、
食
料
の
な
い
時
代
に
は

こ
れ
が
子
ど
も
に
と
っ
て
大
変
な
ご
馳
走

で
し
た
。
家
の
手
伝
い
を
し
て
１０
円
を
も

ら
う
と
、
５
円
で
揚
げ
せ
ん
べ
い
や
飴
玉

く
じ
を
買
っ
た
も
の
で
す
。

物
心
つ
い
た
時
か
ら
父
親
が
村
議
会
議

員
を
や
っ
て
お
り
、
そ
の
七
光
り
で
私
は

悪
ガ
キ
。
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

担
任
の
教
師
が
厳
し
く
、
母
親
が
呼
び
出

さ
れ
た
こ
と
も
度
々
。
で
も
そ
の
お
か
げ

で
中
学
校
で
は
す
っ
か
り
改
心
し
て
、
生

徒
会
長
に
も
な
り
ま
し
た
。
選
挙
の
相
手

は
学
年
一
の
秀
才
で
、
テ
ス
ト
で
ト
ッ
プ

を
譲
っ
た
こ
と
が
な
く
、
私
は
一
桁
を
と

る
の
が
精
一
杯
。
先
生
か
ら
は
、「
ど
ち

ら
か
副
会
長
で
は
だ
め
か
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
当
時
の
彼
女
と
の
交
換
日
記
に

「
会
長
に
な
る
」
と
書
い
た
手
前
、
引
く

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
３
つ
の
村
が
合
併

し
て
ま
だ
１３
年
。
村
意
識
が
残
る
な
か
、

旧
一
松
村
で
バ
ス
ケ
部
の
先
輩
と
組
む
秀

才
か
、
旧
八
積
村
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩

と
組
む
私
か
。
残
る
彼
女
の
住
む
旧
高
根

村
の
生
徒
を
ど
う
取
り
込
む
か
が
勝
負
で

し
た
が
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
笑
顔
で
演

説
し
た
私
が
、
先
輩
の
票
読
み
通
り
１
０

０
票
差
で
当
選
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
経
験
が
４５
年
後
の
村
長
選
に
つ
な
が
る

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
は
、
親
か
ら
離
れ
て
寮
生
活
が
魅

力
の
木
更
津
高
専
へ
。
１
年
で
先
輩
か
ら

頼
ま
れ
寸
劇
の
脚
本
づ
く
り
。
こ
の
劇
が

大
ウ
ケ
で
脚
本
家
を
夢
見
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
当
時
社
会
党
の
村
議
を
や
っ

て
い
た
父
親
の
影
響
も
あ
り
３
年
生
か
ら

学
生
運
動
の
道
へ
。「
や
る
だ
け
や
っ
て

み
ろ
、
骨
は
拾
っ
て
や
る
」
が
父
親
の
助

言
で
し
た
。
お
か
げ
で
４
年
を
留
年
し
、

５
年
通
っ
て
中
退
し
ま
し
た
。
今
で
も
選

挙
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
長
生
中
生
徒

会
長
と
木
更
津
高
専
中
退
は
消
せ
ま
せ
ん
。

東
京
に
は
何
度
も
行
き
ま
し
た
が
、
人

の
多
さ
と
空
気
が
合
わ
ず
、
２０
歳
に
な
り

「
成
人
式
を
自
由
に
企
画
し
て
」
と
い
う

大
ら
か
な
話
を
い
た
だ
き
、
村
で
暮
ら
す

決
心
を
し
ま
し
た
。
消
防
団
、
体
育
協
会

で
サ
ッ
カ
ー
部
を
立
ち
上
げ
、
青
少
年
相

談
員
、
体
育
指
導
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
、

４１
歳
で
村
議
に
な
る
ま
で
役
を
引
き
受
け

続
け
、
離
婚
の
危
機
も
何
度
か
。
そ
し
て

村
議
５
期
目
５９
歳
で
村
長
選
、
最
初
で
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
相

手
候
補
は
３
期
を
目
指
す
現
職
で
、
１
期

目
は
当
時
の
議
長
に
勝
ち
、
２
期
目
は
保

守
系
議
員
を
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
で
圧
勝
。「
勝

て
る
訳
が
な
い
」
と
母
親
も
言
う
く
ら
い

劣
勢
で
し
た
が
、
私
に
は
少
し
だ
け
光
が

見
え
て
い
ま
し
た
。
現
職
は
革
新
系
で
、

村
政
運
営
に
批
判
も
出
て
お
り
、
２
人
と

も
八
積
地
区
。
一
松
地
区
は
現
職
が
強
い

が
保
守
系
の
多
い
高
根
地
区
で
頑
張
れ
ば

と
い
う
、あ
の
中
学
の
選
挙
と
同
じ
で
す
。

結
果
は
深
夜
１１
時
半
、
５７
票
差
で
私
が
当

選
し
ま
し
た
。

以
来
、
３
期
１２
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

お
り
、
６
月
３０
日
が
４
期
目
の
挑
戦
と
な

り
ま
す
。

悪
ガ
キ
か
ら
村
長
へ

小お

髙だ
か

　
陽よ

う

一い
ち

千
葉
県
長ち

ょ
う

生せ
い

村
長
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2024年（令和 6年） 3月11日　12第3272号

情　報
（第三種郵便物認可） 町 村 週 報

近年、自然災害が増加し、全国各地で甚大な被害が発生しています。中でも、豪雨災害の発生要因
となっている線状降水帯は、今後も多く発生することが予想されています。
毎年多くの避難指示等が発令されますが、発令の約 9 割以上が災害救助法の適用にいたっていませ
ん。未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければなり
ません。その財政負担を軽減するのが「災害対策費用保険制度」です。
想定外の自然災害が増加する昨今の状況を踏まえ、住民の生命・身体の保護を図るため、ぜひ災害
対策費用保険制度をご活用ください。

ただし、災害救助法の適用を受けた災害は対象
外となります。

※�令和 6年度より、災害救助法第2条第2項の
みの適用を受けた災害は補償対象となります。

避難所の設置費用や飲料水等
の供給費用等が対象！

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！
梅雨前線に伴う大雨により、避難準備・高
齢者等避難開始を発令。消防団員の出動手
当や庁舎内・避難所に配置した職員の超過
勤務手当などにかかった費用の半額が保険
から支払われ、財政上、助かった。保険の
請求手続きが、それほど煩雑ではないとこ
ろも良かった。

事故概要
台風 10 号の接近に伴い、大雨や暴風による人的被害
発生の可能性があるため「避難勧告」を発令した。避
難所を 9 箇所開設し、583 名が避難。

保険金支払
食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約 106
万円、職員の超過勤務手当約 366 万円の合計約
472 万円の保険金が支払われた。

引受幹事保険会社
損害保険ジャパン株式会社　団体・公務開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1　
TEL 03-3349-5408 （受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで）

取扱代理店
株式会社千里
〒100-0014 東京都永田町 1-11-32　全国町村会館西館内
TEL 03-5512-4750 （受付時間：平日の午前 9 時半から午後 5 時まで）

保険のおかげで早めに判断で
きたことにより、地域住民へ
の避難指示の呼びかけがス
ムーズに行えた。
また、消防団の出動手当（※）

も保険対象となることから、迷わず要請できた。
※加入している町村が支出した出動手当が対象

災害対策費用保険制度をご活用ください

このご案内は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

SJ23-12244（2023.12.26）

災害対策に
役立っています！

●令和 5 年度加入実績
加入団体数 368 団体
加入団体保険料（オプション除く） 329,766,464 円
加入団体保険料平均 896,104 円

●令和 4 年度支払実績
支払件数 224 件
支払保険金 177,120,543 円
支払保険金平均 790,716 円

   詳細は　　　　　　 で検索！ ※加入の申し込み、お問い合わせは、
　お近くの都道府県町村会までご連絡ください。zck 費用保険

●台風による避難勧告等の具体事例
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